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地
域
防
災
計
画
と
は
、
地
震
や
津
波
、

風
水
害
、
原
子
力
発
電
所
事
故
な
ど
に
備

え
て
、
す
べ
て
の
地
方
自
治
体
に
策
定
す

る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
た
防
災
計
画
の
こ

と
で
、
災
害
対
策
基
本
法
第
42
条
に
基
づ

き
、
国
の
防
災
基
本
計
画
に
沿
っ
て
策
定

さ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
実
情
に
即
し
た
被
害
を
想
定
し
、

災
害
発
生
時
の
避
難
、
救
難
・
救
助
な
ど

の
具
体
策
の
ほ
か
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
、
物
資
の
輸
送
、
対
策
本
部
の
態
勢
、

復
興
の
進
め
方
、
防
災
教
育
や
避
難
訓
練
、

備
蓄
計
画
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
各
自
治
体

独
自
の
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
も
と
に
災
害
対

策
基
本
法
や
国
の
防
災
基
本
計
画
、
防
災

指
針
等
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
や
、
災
害
に

対
す
る
町
の
体
制
お
よ
び
対
策
を
よ
り
効

果
的
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
日
本
全
国
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
竜

巻
な
ど
、
予
測
の
難
し
い
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
に
対
応
す
る
た
め
に
、
町
と
し
て
、
今

後
も
継
続
し
て
災
害
に
対
す
る
体
制
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

① 

津
波
の
想
定
を
見
直
し

　

平
成
24
年
９
月
に
公
表
さ
れ
た
「
福
井

県
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
」
に
基

づ
き
、
津
波
高
や
到
達
時
間
、
浸
水
区
域

等
の
想
定
を
見
直
し
ま
し
た
。

② 

津
波
災
害
応
急
対
策
編
を
新
設

　

こ
れ
ま
で
地
震
災
害
応
急
対
策
の
一
部

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
た
津
波
対
策
に
つ
い

て
、
新
た
に
「
津
波
災
害
応
急
対
策
編
」
と

し
て
独
立
さ
せ
、
組
織
体
制
や
応
急
対
策
等

を
記
載
し
ま
し
た
。

～災害に強い町に向けて～

おおい町地域防災計画を
見直しました

　地震や風水害などの自然災害や事故災害に備え、「お
おい町地域防災計画」の全面的な見直しを行い、８月
30 日に公表しました。
　今回の見直しは、これまでに国内で起こったさまざ
まな災害を教訓として国の防災基本計画や福井県地域
防災計画が大幅に見直されたことを受け、それらとの
整合性を図り、地域に即した防災および災害対策の推
進を図るために行ったものです。

地
域
防
災
計
画
の
概
要

よ
り
効
果
的
な
体
制
へ

【
写
真
】
台
風
２
号
の
被
害
状
況
（
平
成
23
年
）

◀
お
お
い
町
防
災
会
議
で
地
域
防
災
計
画

　

の
改
定
案
が
検
討
さ
れ
る
様
子

主
な
改
訂
項
目
と
内
容

問 総務課  ☎ 77・1111
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③ 
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
配
慮

　

在
宅
の
要
援
護
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

災
害
時
の
避
難
等
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行

う
た
め
、
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
や
避
難

支
援
プ
ラ
ン
の
整
備
、
福
祉
避
難
所
の
指

定
等
の
体
制
づ
く
り
を
は
か
り
ま
す
。

④ 

自
主
防
災
組
織
の
育
成

　

災
害
情
報
の
収
集
・
伝
達
や
避
難
、
救

助
等
の
活
動
が
円
滑
・
迅
速
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
自
主

的
な
防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
国
の
原
子
力
災
害
対
策
指

針
等
に
基
づ
き
、
原
子
力
防
災
対
策
を
抜

本
的
に
見
直
し
ま
し
た
。

① 

過
酷
事
故
・
複
合
災
害
を
想
定

　

過
酷
事
故
や
複
合
災
害
の
発
生
を
想
定

し
、
平
時
か
ら
の
備
え
や
事
故
発
生
の
際

の
応
急
対
策
等
を
明
記
し
ま
し
た
。

② 

原
子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に
実
施
す

べ
き
地
域
の
範
囲
を
設
定

　

原
子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に
実
施
す

べ
き
地
域
の
範
囲
を
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
５
㎞
圏
）

と
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
30
㎞
圏
）
の
２
段
階
に
設
定

し
ま
し
た
。

・
Ｐ
Ａ
Ｚ
と
は
放
射
性
物
質
の
環
境
へ
の

放
出
前
の
段
階
か
ら
予
防
的
に
防
護
措
置

（
即
時
避
難
等
）
を
準
備
す
る
区
域
の
こ

と・
Ｕ
Ｐ
Ｚ
と
は
確
率
的
影
響
の
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
緊
急
時
防
護
措

置
を
準
備
す
る
区
域
の
こ
と

③ 

緊
急
事
態
区
分
と
緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル

（
Ｅ
Ａ
Ｌ
） 

・
緊
急
事
態
区
分
を
、
警
戒
事
態
、
施
設

敷
地
緊
急
事
態
、
全
面
緊
急
事
態
の
３
段

階
に
設
定
し
ま
し
た
。 

・
Ｐ
Ａ
Ｚ
に
お
い
て
は
、
緊
急
時
活
動
レ

ベ
ル
に
基
づ
き
、
緊
急
事
態
区
分
の
該
当

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
支
援
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
災
害
か
ら
地
域
社
会
を

守
り
、
町
全
体
の
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
行
政
区
等
で
住
民
が
自

発
的
に
結
成
し
運
営
す
る
自
主
防
災

組
織
に
対
し
、
そ
の
組
織
の
設
立
（
上

限
２
万
円
、
各
組
織
１
回
限
り
）
や

防
災
資
機
材
の
整
備
（
上
限
10
万
円
、

各
組
織
１
回
限
り
）
に
か
か
る
費
用

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
８
つ

の
組
織
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
子
力
防
災
編
の

　
　

主
な
改
訂
項
目
と
内
容

を
判
断
し
、
避
難
等
の
予
防
的
な
防
護
措

置
を
準
備
ま
た
は
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

④ 

運
用
上
の
介
入
レ
ベ
ル
（
Ｏ
Ｉ
Ｌ
）
と

防
護
措
置 

・
防
護
措
置
実
施
の
判
断
基
準
と
し
て
、

緊
急
防
護
措
置
、
早
期
防
護
措
置
、
飲
食

物
摂
取
制
限
に
か
か
る
Ｏ
Ｉ
Ｌ
を
設
定
し

ま
し
た
。 

・
Ｕ
Ｐ
Ｚ
で
は
、
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

結
果
等
を
Ｏ
Ｉ
Ｌ
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
必

要
な
防
護
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

⑤ 

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
・
服
用
体
制 

・
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
対
象
者
を
全
年

齢
に
拡
大
し
ま
し
た
。

・
Ｐ
Ａ
Ｚ
に
お
い
て
は
、
医
師
の
説
明
の

も
と
各
戸
へ
事
前
配
布
し
、
全
面
緊
急
事

態
の
段
階
で
直
ち
に
服
用
を
指
示
し
ま

す
。

・
Ｕ
Ｐ
Ｚ
で
は
、
緊
急
時
の
速
や
か
な
配

布
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

⑥ 

住
民
避
難
体
制
の
構
築

・
福
井
県
の
定
め
る
避
難
計
画
に
基
づ
き
、

緊
急
事
態
区
分
に
応
じ
た
、
段
階
的
な
避

難
等
の
防
護
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

・
災
害
時
要
援
護
者
に
つ
い
て
は
、
一
般

住
民
よ
り
一
段
階
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避

難
を
実
施
し
ま
す
。

・
国
や
県
、
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
、
消

防
機
関
等
と
連
係
し
た
広
域
避
難
体
制
を

整
備
し
ま
す
。

海
抜
表
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
！

　

町
で
は
、
津
波
対
策
の
一
環
と
し

て
、
主
に
本
郷
地
区
や
大
島
地
区
の

公
民
館
や
公
共
施
設
、
電
柱
等
に
海

か
ら
の
高
さ
を
示
す
海
抜
表
示
板
を

設
置
し
ま
し
た
。

原
子
力
災
害
や
津
波
の
避
難
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
い
ま
す

町   

の   

防   

災   

情   

報

　

県
の
原
子
力
災
害
時
避
難
計
画
や

津
波
想
定
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

現
在
避
難
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
完
成
次
第
、
皆
さ
ん

の
お
手
元
へ
配
布
い
た
し
ま
す
。
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中学生海外派遣事業

8 月   3 日㈯ 出発（関西国際空港）

8 月   4 日㈰

オークランド空港到着
ハミルトン市の小学校でオリエン
テーション、
ホームステイ開始（～ 16 日）

8 月   5 日㈪ 歓迎式典、英語レッスン（～ 15 日）

8 月   6 日㈫ 現地学生との交流

8 月   7 日㈬ ハミルトン動物園見学

8 月   8 日㈭ 現地食材を使ったクッキング

8 月   9 日㈮ 現地学生とのスポーツ交流

8 月 10 日㈯
ホストファミリー宅で休日

8 月 11 日㈰

8 月 12 日㈪ 乗馬、カヤック体験

8 月 13 日㈫ アート、工芸品鑑賞

8 月 14 日㈬ ワイカト博物館見学

8 月 15 日㈭ さよならパーティー

8 月 16 日㈮ オークランド市内観光

8 月 17 日㈯ 帰国（関西国際空港）異国の地で感じた未来！

　▽生徒たちの主な日程

　8 月 3 日から 17 日まで、大飯中学校と名田庄中学校の 2 年生

16 人と引率者を含む 20 人が海外派遣事業団としてニュージーラ

ンドのハミルトン市を訪れました。生徒たちは、初めて訪れる異

国の地に驚きと戸惑いを感じながらも現地の人々の優しさに支え

られ、多くのことを体験しました。この 15 日間で、皆さんが経験

したこと、感じたことはどのようなことだったのでしょうか？

生涯学習課  ☎ 77・1150問

4
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　　　　　　　　　　ニュージーランドに行って物の見方
　　　　　　　　　や価値観が変わり、物事を広く考える
　　　　　　　　　ことができるようになりました。この
経験と新しく身につけた力を生かし、将来はグローバルな
仕事に就きたいと考えています。
　今回の海外派遣事業は自分にとって大きな出来事だと感
じました。人としてひと回り大きくなれた気がしますし、
特に人とコミュニケーションをとることが得意になりまし
た。この貴重な経験を存分に将来に生かし、立派な、しっ
かりとした大人になりたいと思います。

時岡 錬くん （大飯中学校）

　　　　　　　　　　現地の小学生は驚くほど積極的で、
　　　　　　　　　こちらが誘う前に自然と鬼ごっこが始
　　　　　　　　　まりました。裸足で走り回る姿は、と
ても自由な感じがして楽しそうでした。授業では、楽しく
ニュージーランドについて学べ、たくさん発表することが
できました。ホームステイ先では、ホストファミリーがと
ても優しく話しかけてくれ、私が「将来デザイナーになり
たい」と言うと「有名になったら私たちの服をデザインし
てね」と返してくれたのがとても嬉しかったです。
　この海外派遣事業の経験を将来に生かしていきたいです。

吉田 柚葉さん （名田庄中学校）

　　　　　　　　　　私が印象に残っていることは、ホス
　　　　　　　　　トファミリーをはじめとするたくさん
　　　　　　　　　の方々との会話です。ホストファミ
リーは、英語がうまく話せない私の話を一生懸命聞こうと
し、うまく聞き取れない私のためにゆっくりと話をしてく
れました。はじめの頃は言葉がなかなか通じず不安になり
ましたが、ジェスチャーを交じえながら、自分にできる精
一杯の英語で自分の思いをしっかりと伝えることができる
ようになりました。
　この貴重な体験ができたことに感謝の気持ちを持ち、今
後の生活に生かせるように頑張ります。

岸田 紗弥さん（大飯中学校）

　　　　　　　　　　特に印象に残っているのは、ニュー
　　　　　　　　　ジーランドの先住民「マオリ族」です。
　　　　　　　　　マオリ族の影響は大きく、小学校でも
マオリ族の儀式「ポフィリ」が行われていました。また、
日本ではめったにできない乗馬体験などもでき，良い経験
と思い出ができました。
　ホストファミリーは不安や心配でいっぱいだった自分を
温かく迎え入れてくれ、嬉しかったです。
　これから、ニュージーランドで学んだ英語を使って、今
よりももっと英語に興味を持ち、この貴重な体験を無駄に
しないよう日本でも頑張ります。

坂井 陸くん （大飯中学校）

もっと英語に興味を持つ 自分の思いをしっかり伝える

ひと回り大きくなれた経験を将来に生かしていきたい

interview 一連の行程は主に 4 つの班で行動しました。
各班の班長さんに代表で感想をお聞きしました！
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知
る
人
ぞ
知
る
存
在
で
し
た
。
が

ん
が
再
発
し
た
と
き
、
治
療
す
る

よ
り
も
、
残
り
の
人
生
を
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
に
専
念
す
る
選

択
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
も
“
あ
り
”

で
し
ょ
う
。

　

再
発
し
た
際
、
が
ん
と
戦
い
徹

底
的
に
“
治
療
す
る
”
も
良
し
、

が
ん
に
逆
ら
わ
ず
“
治
療
し
な
い
”

も
良
し
。
冷
静
に
熟
考
し
た
上
で
の

選
択
な
ら
、
そ
れ
で
い
い
の
で
す
！

　

独
身
で
子
供
の
い
な
い
天
沼
さ

ん
が
“
が
ん
患
者
”
で
は
な
く
“
が

ん
と
付
き
合
う
一
人
の
人
間
”
と

し
て
日
常
を
送
っ
た
記
録
で
す
の

で
、
い
わ
ゆ
る
闘
病
記
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

残
さ
れ
た
時
間
、
質
の
高
い
仕

事
を
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
仕
事

の
整
理
を
し
、
周
囲
の
協
力
を
上

　
　
　
　
　

手
に
得
な
が
ら
、
最

　
　
　
　
　

終
段
階
で
緩
和
ケ
ア

　
　
　
　
　

を
受
け
る
施
設
に
入

　
　
　
　
　

る
準
備
も
進
め
て
い

　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

予
想
よ
り
も
少
々

　
　
　
　
　

早
く
最
期
の
と
き
が

　
　
　
　
　

来
て
、
緩
和
ケ
ア
の

　
　
　
　
　

施
設
に
入
り
、
意
識

　
　
　
　
　

は
朦も

う
ろ
う朧
と
し
た
状
態

　
　
　
　
　

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
の
『
あ
と
が
き
』
は
そ
の

よ
う
な
厳
し
い
状
況
で
し
た
の
で
、

自
ら
の
筆
記
で
は
な
く
口
述
で
作
成

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
だ
け
は
、

し
っ
か
り
言
葉
を
選
ん
で
病
室
に
来

た
清
水
さ
ん
に
応
じ
た
そ
う
で
す
。

　

順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部
の
島
内
憲
夫
教
授
は
、
健
康

を
「
た
と
え
病
気
や
障
が
い
を
持
っ

て
い
て
も
、
い
き
い
き
と
生
き
て
い

る
、
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
状
態
」

と
定
義
し
て
い
ま
す
。
こ
の
定
義

に
従
え
ば
、
天
沼
さ
ん
は
が
ん
末

期
状
態
の
最
期
の
最
後
ま
で
、
そ

の
精
神
に
お
い
て
健
康
だ
っ
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

天
沼
さ
ん
の
生
き
方
（
逝
き
方
）

に
寄
り
添
い
、
ス
テ
キ
な
本
に
昇

華
さ
せ
た
清
水
さ
ん
の
編
集
姿
勢

も
す
ご
い
！

　

天
沼
さ
ん
、
清
水
さ
ん
、
す
ば

ら
し
い
１
冊
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ス
テ
キ
な
逝
く
ま
で
の
生
き
方

　
　
　
　
　
　
　
　
～
け
ん
し
ん
シ
リ
ー
ズ
・
一
休
み
～

　

少
し
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

週
刊
文
春
８
月
１
日
号
の
１
５
５

～
１
５
６
ペ
ー
ジ
に
故
・
天
沼
寿

子
さ
ん
（
享
年
69
歳
）
の
著
書
『
身

ぎ
れ
い
な
終
い
じ
た
く
』
に
関
す

る
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
を
編
集
し
た
の
は
、『
サ

ヨ
ナ
ラ
の
準
備
』（
中
村
伸
一
・
中

村
仁
一
著
）
の
版
元
の
編
集
者
で

も
あ
る
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

の
清
水
能
子
さ
ん
で
す
。
清
水
さ

ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
載
っ
て

い
ま
し
た
。

　

天
沼
さ
ん
は
、
カ
ン
ト
リ
ー
・

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
草
分
け
と
し
て

名田庄診療所長　中村伸一

10月6日 日と　き ところ
【午前の部】

　施設エントランスホール
【午後の部】

　介護老人保健施設なごみ内

●お問い合わせ●
　なごみ祭 実行委員会　
　　　　　　　☎ 77・3184

第 6 回 なごみ祭　を開催します

10：30～ 11：35
　♪音楽療法（音楽療法の会）
　♪ひょっとこ踊り（南舞鶴女性の会）
13：15～ 15：30
　♪デイケア・老健レクリエーション（抽選会）
　♪お茶席（茶道裏千家　畑中宗暁社中）
　♪看護測定（血圧・血糖）

内　容

なごみでは、地域の方々との交流を育み、『地域に根差した施設』を目指しています。
当日は、「音楽療法」や「ひょっとこ踊り」の鑑賞、「お茶席」、「看護測定」などを予定しています。
多くの方に参加していただきたく、関心のある方はどなたでもお気軽にお越しください。
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お気軽にご相談ください

保健福祉センターなごみ内

地域包括支援センター ☎ 77・2770
あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　　　　　 ☎ 67・2000

問い合わせ？？

地域包括支援センター通信

悪質業者のあの手この手にご注意‼
～知っておこう！高齢者を狙った巧妙な手口～

　最近、町内で高齢者を狙った悪質業者のトラブルが発生しています。その手口はさま

ざまで悪質なケースが増えてきています。今回は、その手口の一例と対応策をご紹介し

ますので、トラブル回避のために普段から心の準備をしておきましょう。

善意のつもりが…

事例１

注文したかな？

１．突然自宅に「注文のあった健康食品を
　　送る」と電話があった。
２．「注文した覚えはない」と言ったが
　　「確かに注文している」と強く言わ　
　　れた。
３．自分の記憶に自信がなくなり「はい」
　　と答えてしまった。
４．後日、代金引換で商品が届き、代　
　　金を支払ってしまった。

１．「特定の人しか買えないので名義を貸
　　してほしい」などと、架空の金融商品
　　の取引を持ちかけられた。
２．相手の言うままに手続きしたところ
　　「名義貸しは違法でトラブルが発生し
　　た。解決のための費用を宅配便等で　
　　送ってほしい」と言われた。
３．送金してしまった。

１． 一人で判断せず、家族や知人、相談機関
         に相談を！
２．あいまいな返事をせず、 きっぱりはっきり
　　断る！
３．言葉巧みに契約するよう迫ってきますが、
　　すぐに契約をしない！
４．うまい話は信用しない！

トラブルに遭わないための４箇条

　このような話には耳を貸さないようにし
ましょう。
　また、宅配便等で現金を送金することは
できません。（適切な業者はこのような行
為をしません）

事例２

　商品が送られてきたら、宅配業者に事情
を説明し、受け取りを拒否しましょう。
　また、あいまいな返事をせず「いりませ
ん」とはっきり伝え、業者名や連絡先を確
認しましょう。



　きのこの森園内で野生キノコ「キタマゴタケ」が発見され
ました。きのこアドバイザーの笠原英夫先生によると、この
キノコが福井県内で確認されたのは初めてということです。
　きのこの森は、植生が豊かで常緑広葉樹林が残存し、野生
キノコの発生に恵まれています。
　キタマゴタケは、美味で食用にできますが、テングタケ科
に分類され、毒キノコが多い部類なので特定できないときは
決して食べてはいけません。
　キタマゴタケのことを詳しく知りたい方や野生キノコに興
味・関心のある方は、お気軽にきのこものしり館までお訪ね
ください。　　　　　　　　　　　（7月18日　きのこの森）

内初！珍しいキノコを発見
きのこの森でキタマゴタケを発見県

細工づくりが楽しみ
90 歳以上高齢者慶祝訪問紙

　町内の 90 歳以上（大正 12 年 4 月 1 日以前にお生まれの
方）の高齢者を対象に慶祝訪問が行われました。
　福谷区の中川サカエさん（92 歳）は、長生きの秘訣を「今
でも天気の良い日は１時間以上散歩し、毎食必ず一粒ずつ梅
干しを食べます」と語ってくれました。紙や布きれなどで草
履や人形などのきれいな細工を
作るのが楽しみで、作品は近所
の方々やお孫さんたちにとても
評判が良く、制作を依頼される
ことがあるそうです。
　健康に留意され、いつまでも
お元気でいてください。

（8 月 31 日、9 月 1 日、5 日　町内一円）

8

「手こぎ舟の通し合い２０１３」
（大島漁業協同組合周辺　8 月 18 日）

「マリンスポーツ教室」
（長井浜海水浴場　9 月 7 日）

「日本の伝統文化を観る夕べ」
（流星館コンベンションホール　9 月 7 日）

「鯖街道踏破体験学習」
（旧鯖街道　8 月 19 日・20 日）

１ ２

３
１. 側面
２. 上面
３. 発見者の山崎さん

（きのこの森スタッフ）
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しい里山に感動
里山ＳＴＡＹ美

　里山のこれからについて考える「ＳＡＴＯＹＡＭＡ国際会
議 2013in ふくい」のイベントの一環で、早川博信さん（名
田庄三重）宅に、ネパールからクリシュナさんが１泊２日の
ホームステイをしました。
　ネパールは基幹産業が農業で、森林などの資源が豊富なこ
とからクリシュナさんは、名田庄総合木炭生産組合（名田庄
井上）の研磨炭や農産加工施設（名田庄西谷）などを熱心に
見学されていました。名田庄地域の里山の風景を何度もカメ
ラで撮影し「美しい山、川、農地に感動しました。ホストファ
ミリーの人柄もすばらしく、来ることができて本当にハッ
ピー」と語ってくれました。（9 月 10 日、11 日　名田庄地域）

凝りや腰痛の改善に
福井大学開放講座「ピラティス」肩

　仁愛大学准教授の鳴瀬さんを講師に、福井大学開放講座ピ
ラティスが行われました。
　ピラティスは、身体のコンディションを整え、体幹だけで
なく四肢を含めた筋力強化、柔軟性 • 筋持久力向上に効果が
あります。
　バランスの改善、腰部の安定性と柔軟性の改善、腰痛の改
善にも有効で、参加した方々は「腰や肩の調子が良くなった」
と喜んでいました。
　次回は 10 月 5 日㈯の開催となります。参加費は無料で、
初心者から上級者までどなたでも取り組むことができますの
で、お気軽にご参加ください。（9月7日　総合町民センター）

境を越えた友情
第 23 回世界少年野球大会 福井大会国

　8 月 18 日から 26 日まで、嶺南 6 市町を会場に世界少年
野球大会福井大会が開催されました。
　初参加のブータンとネパールを合わせた世界 15 カ国・地
域から 327 人の少年少女が参加し、野球教室や交流試合を
通じて国境を越えた友情を育みました。
　おおい町では、8 月 22 日に総合運動公園野球場で大飯ス
リーアローズと名田庄スピリッツが、それぞれ大韓民国、台
湾と交流試合を行ったほか、塩浜海水浴場で地引き網体験、
海釣り公園でバーベキューをして交流しました。
　試合後はお互いを称え合い、交流行事では地引き網で
とれた魚やタコに大喜びするなど子どもたちは貴重な時
間を過ごしました。
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　おいしいパフェを作ろう！（名田庄図書館）

　8 月 26 日、小学生を対象に「おいしい
パフェを作ろう！」を開催しました。
　図書館には子ども向けの料理本がたく
さんあり、楽しみながら蔵書への関心を
高めてもらおうと企画したところ、当日
は小学生 16 人が参加。お菓子に関する絵
本の読み聞かせの後、パフェ作りを行い

読書会
20 日（日）
10:00 ～ 11:30
対象　読書会会員・一般

ブランケットファミリー
6 日（日）
10:00 ～ 11:30
内容　絵本の読み聞かせ
　　　工作など

布絵本の会
21 日（月）
13:30 ～ 15:30
内容　布絵本作り

読書会「源氏物語を読む会」
10 日（木）
13:30 ～ 15:00

 

布えほんサークル活動
8 日 ,22 日（火）
19:00 ～ 21:00
20 日（日）
13:30 ～ 15:30
対象　一般、ボランティア
内容　布絵本作り

音楽とお話を楽しむ会
29 日（火）
11:00 ～ 11:30
対象　0 歳から 4 歳までの
　　　乳幼児と保護者
内容　日本語と英語のお話・
　　　手遊び歌で遊びます。

おはなし会 おひざでだっこ
17 日（木）
10:30 ～（20 分程度）
対象　０～ 3 歳児とその保護者
内容　絵本の読み聞かせ、手あそび、わらべうたなど

活 動日記

ました。透明の容器にコーンフレーク
やアイスクリーム、ゼリーを重ね入れ、
生クリームやフルーツで思い思いに
トッピングして、オリジナルのパフェ
を完成させました。作った後はお待ち
かねの試食タイム。「おいしい！」と笑
顔でパフェを味わっていました。

名田庄公民館
（里山文化交流センター）☎ 67-3250

大飯図書館・史料館
☎ 77-2820

名田庄図書館
☎ 67-3703

里山まつり 2013
27 日（日）
9:00 ～ 16:00
内容　各種サークル等の作品展示および発表会

ブックスタート
4 日（金）
12:30 ～ 14:00
演じ手　図書館ボランティア
場所　保健センターなごみ

おはなしのへや
20 日（日）
10:30 ～（20 分程度）
対象　3 歳～小学校低学年
内容　絵本の読み聞かせ

多聞の会
19 日（土）19:30 ～ 22:00
講師　三宅　成也 氏（マネジメントコンサルティングエネル
　　　ギー・インフラチームマネジャー）
話題　エネルギーから見た 30 年後の社会を予想してみる

秋の工作体験コーナー
27 日（日）
9:30 ～ 12:00
内容　どんぐりや落ち葉を使ってできる簡単な工作をしま
　　　す。時間内であれば好きな時間に参加できます。

臨時休館のお知らせ
1 日（火）～ 4 日（金）
館内害虫駆除作業のため
休館します。

町民ゲートボール大会
12 日（土）
9:00 ～　開会式
場所　はまかぜ交流センター

町民ゴルフ大会
19 日（土）
8:30 ～　開会式
場所　わかさカントリー倶楽部

町民グラウンド・ゴルフ大会
20 日（日）
8:30 ～　開会式
場所　頭巾山青少年旅行村

町民バレーボール大会
27 日（日）
9:00 ～　開会式
場所　総合運動公園　体育館

町民体育大会
13 日（日）
8:50 ～　入場行進
場所　総合運動公園　多目的グラウンド
※雨天の場合は、14 日に順延
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10月

  ばんばおどり大会

　8 月 17 日、ふるさと交流センター前で、
「ばんばおどり大会」が開催されました。
　お盆の雰囲気が残る中、「ばんば踊り」
を中心に「おおい音頭」や「炭坑節」な
どを踊り、地域の方々や浴衣を着て踊る
人たちで大きな輪ができました。
　イベントの実行委員による射的や金魚

すくいなどの模擬店、ビンゴ大会のほ
かに、今年は県警音楽隊 OB の小川さ
んによるサックスホーンの生演奏もあ
り、会場は大いに盛り上がりました。

学習掲示板学習掲示板生生涯涯

活動日記

大島公民館
（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

中央公民館
（総合町民センター）☎ 77-1150

佐分利公民館
（ふるさと交流センター）☎ 78-1211

生涯学習講座（全 5 回）
24 日（木）
第 4 回　19:30 ～ 21:00

「噛む力の秘密」
講師　門野　京子 氏
　　　（歯科衛生士）
場所　総合町民センター

フラメンコ教室
10 日 ,24 日（木）
20:00 ～ 21:30 
講師　石田　ちなみ 氏

フラワーアレンジメント教室
4 日（金）
19:30 ～ 21:00 
講師　柿本　紀子 氏
参加料　2,000 円（材料代）

第 6 回ヨーガ教室
19 日（土）
10:00 ～ 11:30
講師　小牧　理絵子 氏
場所　うみんぴあ大飯の芝生の上
　　　※雨天時
　　　あみーシャン大飯　　
　　　　ふれあいホール

健康づくり教室（全 6 回）
15 日 ,29 日（火）
10:00 ～ 11:30
講師　藤井　良子 氏　他
内容　15 日：第 1 回　健康づくり体操
　　　29 日：第 2 回　体操と歯の手入れ

子どもみこし巡行
20 日（日）
9:00 ～ 15:00
場所　大島地区内

町を楽しむ会 定例会
16 日（水）
19:30 ～
施設見学や史跡めぐりを通
して、町のことを話し合い
ます。随時ご参加ください。

福井県市町文協選抜芸能祭
おおい町大会

6 日（日）11:30 ～ 16:00

場所　総合町民センター
内容　県内各市町文協から選抜団体が出演し、伝統芸能などを
　　　披露します。

英会話教室
◆幼児コース　8 日 ,22 日（火）19:30 ～ 20:15  
◆児童コース　1 日 ,15 日 ,29 日（火）19:30 ～ 20:15
◆一般コース　1 日 ,8 日 ,15 日 ,22 日 ,29 日（火）
　　　　　　　20:30 ～ 21:30
講師　ジェイコブ・ルース 氏、ジェイ・スワイスタル 氏

フィットネス教室
23 日 ,30 日（水）
19:30 ～ 21:00
対象　一般

合宿通学
　大 飯 地 域　7 日（月）～ 11 日（金）
　　　　　　　　場所　スポーツロッジ栄光
　　　　　　　　対象　本郷小、佐分利小、大島小学校 4 年生
　名田庄地域　14 日（月）～ 18 日（金）
　　　　　　　　場所　さきやま会館　他
　　　　　　　　対象　名田庄小学校 4 年生

福井大学開放講座「ピラティス」
5 日（土）10:00 ～ 11:30
講師　鳴瀬　碧 氏
　　　（仁愛大学　准教授）
場所　あみーシャン大飯
　　　　ふれあいホール
参加料　無料

歴史教室
19 日（土）
14:00 ～ 16:00 
講師　暦会館　藤田館長

絵画教室
26 日（土）
13:00 ～ 15:00 
講師　渡辺　淳 氏

町を楽しむ会
　観光ボランティアを見て！！聞いて！！学ぶ！！ツアー
19 日（土）
9:00　総合町民センターよりバスで出発
行先　小浜市内
参加料　食事代 1,000 円　拝観料 400 円× 2 ヶ所
※詳しいことは、中央公民館までお問い合わせください。
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県
内
で
採
取
さ
れ
た
マ
ダ
ニ
類
か

ら
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
ウ
イ

ル
ス
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ウ
イ

ル
ス
を
も
っ
た
マ
ダ
ニ
類
に
咬
ま
れ
る

と
、
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
と

い
う
病
気
に
か
か
り
、
重
症
化
し
、
死

亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。次
の
予
防
、

対
処
方
法
を
よ
く
読
ん
で
マ
ダ
ニ
等
に

よ
る
感
染
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
予
防
方
法
◆

・
森
林
、
草
む
ら
な
ど
に
入
る
場
合

は
、
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
。

・
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
併
用
す
る
。

◆
帰
宅
後
の
注
意
点
◆

・
屋
外
で
の
活
動
後
は
、
マ
ダ
ニ
等

に
咬
ま
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

◆
マ
ダ
ニ
等
に
咬
ま
れ
た
場
合
◆

・
無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、
医

療
機
関
で
処
置
を
受
け
る
。

・
咬
ま
れ
た
後
、
数
週
間
程
度
は
体

調
の
変
化
に
注
意
し
、
発
熱
や
消
化

器
症
状
等
が
出
て
き
た
場
合
は
医
療

機
関
で
診
察
を
受
け
る
。

申
請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
10
月

10
日
㈭
ま
で
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
申
請
希
望
書
」
を
役
場
企
画

課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.jich

i-so
g

o
.jp

/lo
ttery/

com
unity

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政
に

対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
ま
た
は
苦

情
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委

員
が
皆
さ
ん
と
行
政
の
間
に
た
ち
、

中
立
・
公
平
な
立
場
か
ら
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

【
定
例
行
政
相
談
】

大
飯
地
域 

行
政
相
談
委
員　

　
　
　

福
尾
達
雄
さ
ん
（
万
願
寺
）

　
　

   

☎
77
・
０
８
９
４

と　

き　

毎
月
第
１
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

と
こ
ろ　

あ
み
ー
シ
ャ
ン
大
飯

名
田
庄
地
域 

行
政
相
談
委
員　

　
　
　

中
野
岩
二
郎
さ
ん
（
納
田
終
）

　
　
　

☎
67
・
３
２
５
５

と　

き　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　

定
例
相
談
に
限
ら
ず
、
い
つ
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

１
等
と
前
後
賞
合
わ

せ
て
３
億
９
千
万
円

の
新
市
町
振
興
宝
く
じ

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
の
収
益
金
は
、

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。
県
内
の
市
町
で
の
購
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

発
売
期
間　

10
月
11
日
㈮
ま
で

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
事
業
所
得

や
不
動
産
所
得
が
あ
る
全
て
の
方
に

つ
い
て
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

小
浜
税
務
署
で
は
、
事
業
所
得
の
あ

る
方
を
対
象
に
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
記
帳
方
法
な
ど
が
分
か

ら
な
い
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
10
日
㈭　

午
後
２
時

～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

※ 

筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
か
ら
福
井
県
水
源
涵
養

地
域
保
全
条
例
の
届
出
制
度
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
水
源
涵
養
地
域
と
は
、
ダ

ム
や
井
戸
の
上
流
な
ど
重
要
な
水
源

涵
養
地
と
な
っ
て
い
る
森
林
の
こ
と

で
、
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
水
源
涵
養

地
域
内
で
、
次
の
行
為
を
す
る
と
き
は

事
前
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

NEWS&

INFORMATION

■おおい町役場
　☎ 77-1111 ㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222 ㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155 ㈹

■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000 ㈹

■ i ネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

人身 7 件
死者 0 人
傷者 6 人
物損 97 件

町 内交通事故発生状況
（平成 25 年 8 月 31 日現在）

　死亡事故０
ゼロ

継続日数
  380 日

● 

山
林
の
売
買
等

● 

小
規
模
な
開
発
行
為　

● 

地
下
水
の
取
水

※ 

条
例
に
違
反
し
た
者
は
３
万
円
以

下
ま
た
は
５
万
円
以
下
の
過
料
が
科

せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
氏
名
や
違
反

内
容
を
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
山
林
の
売
買
な
ど
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。「
山

林
を
相
続
し
た
が
管
理
が
で
き
な

い
」
な
ど
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ

ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
㈶

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

現
在
、
平
成
26
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

記
帳
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

小
浜
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

☎
52
・
６
５
０
８

問

人権相談
総合町民センター

10月16日 （水） 13時～15時
日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じます。相談無料で秘密は固
く守られますのでご安心くだ
さい。

平
成
26
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す

総
務
課　

☎
77
・
１
１
１
１

問

福
井
の
山
林
と

　
　

水
源
を
守
り
ま
し
ょ
う

福
井
県
農
林
水
産
部
森
づ
く
り
課

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
４
４
３

問

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
52
・
１
３
０
０

問

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

　

宝
く
じ
の
購
入
は
県
内
で

10
月
21
日
か
ら
27
日
は

　
　
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

㈶
福
井
県
市
町
振
興
協
会

 
☎
０
７
７
６
・
57
・
１
６
３
３

問

企
画
課　

☎
77
・
１
１
１
１

問

マ
ダ
ニ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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三さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

碧
木
星

　

運
気
は
や
や
衰
運
の
状
態
と

も
云
え
る
。
油
断
大
敵
、
周
囲

と
の
和
合
を
十
分
に
図
り
、
慎

重
な
行
動
を
。
後
半
に
は
運
気

も
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
。

好
機
な
り
。

　
　

一い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

白
水
星

　

運
気
は
向
上
し
つ
つ
あ
る
。

物
事
は
支
障
な
く
進
む
が
、
吉

日
を
選
ん
で
行
う
こ
と
が
大
切
。

慎
重
に
物
事
の
吉
日
を
選
び
吉

方
を
用
い
れ
ば
好
機
が
現
れ
る
。

　
　

二じ

こ

く

ど

せ

い

黒
土
星

　

運
気
は
外
面
は
好
調
に
見
え

る
が
内
面
は
波
乱
に
満
ち
て
い

る
。
い
ま
行
動
を
起
こ
せ
ば
砂

上
の
楼
閣
の
よ
う
な
様
相
と
な

る
。
好
機
を
待
ち
戦
力
を
蓄
え

よ
。

　10 月の運気
   （10月8日～11月6日まで）

　
　

六り
く
は
く
き
ん
せ
い

白
金
星　

　

運
気
は
暗
雲
低
迷
だ
が
そ
れ

ほ
ど
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

計
画
通
り
の
行
動
で
よ
い
。
た

だ
反
対
者
が
あ
れ
ば
今
回
は
見

合
わ
す
の
が
無
難
。
好
機
は
ま

だ
あ
る
。

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

運
気
は
平
穏
で
普
段
な
ら
優

雅
な
月
見
と
し
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
今
は
周
囲
か
ら
冷
た
い
空

気
が
迫
り
安
穏
と
は
し
て
お
れ

ぬ
。
金
銭
上
で
も
用
心
が
肝
要

な
月
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

運
気
は
非
常
に
好
調
の
波
に

乗
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
機
を
逸

せ
ず
従
来
か
ら
の
計
画
を
実
行

に
移
す
の
が
良
い
。
躊
躇
す
れ

ば
次
の
機
会
に
も
支
障
を
起
こ

す
心
配
有
り
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

運
気
は
上
昇
し
て
い
る
が
、

兎
角
手
順
、
足
並
み
が
揃
い
に

く
い
。
勝
手
な
行
動
は
目
先
に

好
物
が
有
っ
て
も
絶
対
禁
物
。

か
え
っ
て
取
り
逃
が
す
事
に
も

な
る
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

運
気
は
衰
運
が
続
く
が
さ
ほ

ど
気
に
せ
ず
前
進
す
れ
ば
前
途

に
光
明
有
り
。
単
独
の
行
動
よ

り
援
助
者
を
求
め
る
の
が
よ
り

成
果
は
早
い
。
慎
重
な
人
選
も

必
要
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

運
気
は
衰
運
と
な
り
暗
雲
低

迷
と
も
言
え
る
様
相
。
事
に
金

銭
上
の
事
は
よ
ほ
ど
用
心
せ
ぬ

と
大
き
な
損
失
を
被
る
。
焦
ら

ず
身
辺
の
防
御
に
尽
く
す
こ
と

も
肝
要
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～

☆
一
白
水
星　

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星　

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星　

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星　

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星　

大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生
、
25
生

☆
六
白
金
星　

大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生
、
24
生

☆
七
赤
金
星　

大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生
、
23
生

☆
八
白
土
星　

明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
、
22
生

☆
九
紫
火
星　

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

11 月 9 日㈯・10 日㈰と　　き

ＮＰＯ法人福井県ウォーキング協会
☎ 080・6351・0408

問

ふくい旧街道ウォーク
　　　～西の鯖街道を歩く～

雨天決行

福井県ウォーキング協会員 10,400 円
他ウォーキング協会員       10,600 円
一般参加者　                   11,000 円

「福井旧街道ウォーク」に登録されて
いない方は参加登録料 1,000 円が別
途必要になります。詳しくはお問い合
わせください。

　1 日目福谷坂峠越え（約 20km）、
2 日目棚野坂峠越え（約 22km）を
元気良く歩き、秋を堪能しましょう！

参 加 費

申込期限 10 月 16 日㈬まで

そ の 他

生涯学習課 ☎ 77・1150問

黒澤明監督作品 昭和の名画劇場

1 本でも 3 本見ても 300 円
（2 日間通し券、全席自由）
※チケットは当日会場で発売

入 場 料

と こ ろ おおい町総合運動公園　悠久館

「酔いどれ天使」
10 月 26 日㈯
開場 18 時 30 分
上映 19 時

「天国と地獄」
10 月 27 日㈰
開場 13 時
上映 13 時 30 分

10 月 27 日㈰
開場 18 時 30 分
上映 19 時

「羅生門」

日　　程 平成 25 年度優秀映画鑑賞推進事業
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大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,408.0億kwh 8,645日

１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,217.3億kwh 8,018日

３号機 118 万 KW 平成3年12月 1,748.1億kwh 6,184日

４号機 118 万 KW 平成5年2月 1,756.6億kwh 6,186日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 25 年 8 月末日現在の数値です。

9 月 10 月

平成 25 年

原子炉起動時期未定

  　　           原子炉起動時期未定

大
飯  

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

Topics

大飯発電所３，４号機定期検査開始について

　9 月 2 日に大飯 3 号機が、9 月 15 日に 4 号機がそれぞれ定期検査を開始し
ました。これまで、安全性向上対策として空冷式非常用発電装置を配備してき
ましたが、今回の定期検査では、迅速に起動するために中央制御室隣に設置さ
れている遠隔操作盤を中央制御室に移設するなど新規制基準に対応した工事を
実施します。

３号機解列（9 月 2 日）

制御建屋

　本格運転中 第 16 回定期検査中

本格運転中 第 15 回定期検査中

      主な新規制基準対応工事

・津波監視カメラの設置

  ⇒放水口側新規設置

・水素再処理装置移設

  ⇒作業エリア確保のため移設

・使用済み燃料ピット監視強化

  ⇒水位計と温度計の追加設置

・非常用蓄電池の増強

  ⇒容量増強 1,400Ah 2 系統を

    2,400Ah 2 系統に更新遠隔起動操作盤

ポンプ等

電源

中継接続盤

空冷式非常用発電装置

起動、停止信号

ページング室から
中央制御室へ移設

空冷式非常用発電装置遠隔起動化
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な ご み

いきいき  10月
保健福祉センター「なごみ」

なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

あっとほ～むいきいき館
保健福祉室　☎ 67-2000

休日在宅当番医

休日救急医療機関 小浜病院

■乳幼児健康診査

　６～７か月児・１歳６か月児健診　　　　 4 日㈮

■すくすく広場 18 日㈮

■はぐはぐの会 22 日㈫

■離乳食教室 21 日㈪

■女性のがん（子宮・乳がん）検診

　し～まいる 3 日㈭

　保健福祉センターなごみ 7 日㈪

■一般健康相談 毎週木曜日

■心の健康相談・ミニデイケア 25 日㈮

戸籍の 窓 （敬称略）

平成 25 年 8 月 13 日から
 　  平成 25 年 9 月 5 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

   名前　       性別　     保護者　        住所

堂前　 琳
り お ん

音　 　 男　　 智弘・裕恵　　　 川上

松宮　 珀
は く と

斗　　  男　　 善之・望樹　　　 ８区

知見　 雅
ま さ よ

世　　  女　　 慎司・由恵　 　　名田庄小倉

堀口　 璃
り ひ と

人　　  男　　 勇士・知里　 　　神崎

  名前         年齢      性別　　  住所

田中　きぬ子　　93 歳　　  女　     神崎

下中　靜男　　 100 歳　　  男　     名田庄挙野

荒木　靖夫　　　71 歳　　  男　     １３区

前田　節子　　　78 歳　　  女　     名田庄下

湯口　はな子　　87 歳　　  女　     福谷

大木　澄子　　　74 歳　　  女　     名田庄久坂

木村　かね　　　91 歳　　  女　     広岡

中本　長藏　　　79 歳　　  男　     脇今安

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ごめい福をお祈りします。

■すくすく広場（名田庄児童館）　  　　　11 日㈮

■一般健康相談 毎週木曜日

■心の健康相談 23 日㈬

■ふれあいのつどい 16 日㈬

  6 日（日）  なごみ診療所  　13 日（日）  常藤内科医院  

14 日（月）  高浜病院　     　20 日（日）  堀口医院

27 日（日）  高浜病院　　  　

たかさご

    名前　           住所（　）は旧姓・旧住所

 伊吹　匠平　　　　　名田庄奥坂本
（石田） 由実　　　　　（小浜市）

 網谷　宏樹　　　　　宮留
（福尾） 榛花　　　　　（万願寺）

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
■納田終・井上・中地区 4 日㈮ 15 日㈫ 24 日㈭

■坂本・西谷地区　　 3 日㈭ 11 日㈮ 22 日㈫ 31 日㈭

■下久田・久坂・下地区 8 日㈫ 17 日㈭ 25 日㈮

■三重・小倉・美川地区 1 日㈫ 10 日㈭ 18 日㈮ 29 日㈫

まちの人口
平成 25 年 9 月 1 日現在　　（　）は前月比

　総人口　　　　8,742　　　　 （＋８）
　　男　　　　　4,276　　　　 （＋４）
　　女　　　　　4,466　　　　 （＋４）
　世帯数　　　　3,222　　　　 （＋８）

10月10日は目の愛護デー
目の健康を守るため、年に一度は眼科
専門医で健診を受けましょう。
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◆
平

成
25

年
9

月
24

日
◆

広
報

▼
今
月
号
で
は
、
世
界
少
年
野
球

大
会
な
ど
、
外
国
の
方
と
の
交
流

に
関
わ
る
出
来
事
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
▼
４
，
５
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
ま
し
た
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
の
写
真
を
同
行
し
た
担
当
の
職

員
か
ら
預
り
、
確
認
し
て
い
る
と

現
地
の
雰
囲
気
や
様
子
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
得
し
た
気
分

に
な
り
ま
し
た
▼
現
地
で
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
に
な
る
子
や
言
葉
が
通
じ

ず
に
不
安
に
な
る
子
も
い
た
そ

う
で
す
が
、
多
感
で
可
能
性
を

ぎ
っ
し
り
秘
め
た
中
学
生
時
代
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
け
た
こ

と
が
今
後
の
彼
ら
の
将
来
に
良
い

影
響
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
▼
話
は
少
し
変
わ
り
ま
す
が
、

９
月
上
旬
に
、
日
本
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
に
来
ら
れ
た
ネ
パ
ー
ル
の
方

と
わ
ず
か
一
日
で
す
が
、
ご
一
緒

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
▼
英
語

の
リ
ス
ニ
ン
グ
は
あ
る
程
度
自
信

が
あ
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
理
解

で
き
た
の
は
６
～
７
割
程
度
で
し

た
▼
何
か
を
得
た
い
と
思
い
、
片

言
の
英
語
で
頑
張
っ
て
お
話
し
た

と
こ
ろ
、
ネ
パ
ー
ル
の
写
真
を
見

せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
国
の
情
勢

な
ど
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き

た
り
と
短
い
時
間
で
し
た
が
本
当

に
有
意
義
な
時
を
過
ご
せ
ま
し
た

▼
踏
み
出
す
勇
気
、
あ
ら
た
め
て

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た（
な
る
と
）

知っているようで意外と
知らない、地区の伝統や
歴史をご紹介します

　

文
七
踊
は
、
座
敷
芸
だ
っ
た
も
の
が
祇

園
町
踊
り
と
な
り
、
盆
踊
り
に
取
り
入
れ

ら
れ
、
広
く
踊
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

名
田
庄
地
域
の
文
七
踊
は
、
農
作
業

の
所
作
を
真
似
た
点
や
、
囃は

や
し
こ
と
ば

子
詞
に
農

作
業
時
の
か
け
声
に
似
た
言
葉
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
京
都
風
の
踊
り
の
原
型
が

次
第
に
農
業
の
盛
ん
な
地
域
で
変
容
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ご
ろ
ま
で
、

名
田
庄
地
域
の
各
集
落
で
、
お
盆
に
毎

晩
深
夜
ま
で
踊
ら
れ
、
他
の
集
落
へ
踊

り
に
出
か
け
る
人
も
い
る
ほ
ど
人
々
の

楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
毎
年
７
月
末
に
里
山
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
横
駐
車
場
で
「
文
七
踊

大
会
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

この人に聞きました！ 下西 孝明さん
（名田庄小倉区）

文七踊保存会会長
下西さんは「地域内の各集落においても幾分か踊りが
違う箇所があります。踊り手が少なくなってきたこと
もあり、踊りを統一し、“ 名田庄地域の文七踊り “ として、
子どもたちに継承していきたいです」と力強く話して
くれました。

文
ぶ ん し ち

七踊
お ど り

（県指定無形民俗文化財）

おおい町名田庄地域
問い合わせ先　おおい町　郷土史料館　☎ 77-2820

お
お
い
な
る
伝
統　　△文七踊大会（平成 25 年 7 月 27 日）

お
盆
の
楽
し
み

△名田庄小学校生徒たちに
　　　　　　　　指導する様子


